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医療・介護資源の把握、介護専門職向け
の相談

救急医療確保対策事業

事業内容

千葉市休日救急診療所の運営及び管理

休日夜間における二次待機病院等の確保

主要事業

休日救急診療所管理運営事業
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  市民の健康づくりに関する知識の普及に資する事業を行うとともに、救急時等の医療を提供する事業並び
に看護師の養成及び資質の向上のための事業を行い、もって地域住民の健康増進と地域医療の発展に寄
与することを目的とする。
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６　活動指標(個別指標）

７　経営改善計画
令和 2 年度 ～ 6 年度

＜取組項目＞

実施

令和4年度に剰余金解消達成

人材育成計画（計画策定）

未実施

人事・給与制度

実施

R4年度から実施

実施

職員研修の実施実施

実施

実施実施基本財産の確実な運用 当事業団財務規程に定めている

実施

実施 R4年度から専門職にも実施

16.8%

58

活動指標

心身障害者（児）等歯科
患者総数（人）

14,197

経営課題

（１）指定管理者更新に向けての対応
　休日救急診療所の管理運営について、令和4年度に指定管理者の更新があり、令和5～9年度の指
定を受けることができたが、将来的にも指定管理者として管理運営を継続していけるような取り組みが
必要である。

（２）外郭団体のあり方に関する指針への対応
　「千葉市外郭団体の組織、運営のあり方に関する指針」の中で示されている、外郭団体の有すべき
特性（自立性、効率性、公共性、規範性・公正性、安定性、補完性、専門性）に照らして、当事業団に
おいても更なる事業の見直しが必要である。

（３）公共認定基準の遵守
　公益財団法人として認定を受けた平成24年度から平成29年度まで公益事業会計において収支相償
が遵守されていない状況にあったため、剰余金が累積していたが、令和4年度中に剰余金を解消する
ことができた。
　
（４）持続可能な社会の実現に向けた取り組み
　地球温暖化など様々な地球環境問題が深刻化しているが、豊かな環境を実現し、次代に引き継い
でいくことはとても重要である。社会的な活動を行っている当法人においても、環境問題の当事者とし
ての自覚を持ち、持続可能な社会の実現に向けた取り組みを持続的に行うことが必要である。

計画期間

経営方針

R05：12.7人/日→R06：13.0人/日499 545

訪問歯科予診実施患者
数（人）

  指定管理事業の継続に向け適切に対応していくと共に、経営改善に向けた各種取り組みや社会的
課題に対する取り組みを継続的に行う。

備考

（１）経営の基本方針
　市民に休日等の救急時における医療の提供や、その一翼を担う看護師の養成及び資質の向上の
ための事業を行い、もって地域住民の健康増進と地域医療の発展に積極的に貢献する。

休日救急診療所患者総
数(人）

R6年度
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取組前
(R元年度)

Ｒ元年度策定の計画
特記事項現状

（R6年度)

12,598

看護学校応募者数（人）

取組項目 目標
(R6年度)

R04年度

R05：203.8人/日→R06：197.2人/日

152

R6年度中に職員4名新規採用

未実施 実施

一部実施
累積25,602千円

実施

R3年度から自己評価実施

累積0円

補助金の逓減(依存率)

実施未実施

収支相償への対応

18.4%

実施

実施

未実施

人材育成計画（研修）

経営改善計画の策定

現計画は令和２年度～６年度

実施

実施

人事考課制度（専門職拡充） 未実施

目標申告等導入

未実施 実施 実施

実施

団体の資金運用

組織・運営体制

次期改善計画の策定

実施

実施

未実施 実施

実施

未実施

実施

プロパー職員の雇用
個人情報の保護

実施

環境への配慮

自主財源の確保
実施

逓減

実施

実施実施

経営の効率化

経費の削減

0円
累積0円

実施

実施

実施

R3年度から自己評価実施

休日救急診療所管理運営事業
千葉市総合保健医療センター管理運営事業

看護師養成事業

R5～9年度の指定管理者に指定

R6年度 市内就業77.5%

R05年度

14,878

548

53

176

実施実施

（２）経営の基本目標

定員80人　倍率　R05：2.2→R06：1.9



８　外郭団体による評価

９　所管局による評価

(１)経営の効率化
①収支相償への対応
　令和４年度に剰余金を解消した。
②補助金の逓減（依存率）
　収益事業の収益の一部を補助対象事業に繰り入れる等して、令和６年度の補助金依存率は経営改
善計画策定時（約20%)に比べて削減できた。
③経費の削減
　競争性を確保した調達や契約を実施した。
（２）組織・運営体制
①プロパー職員の雇用
　事務局においては、前年度に定年退職した職員の補充（新規採用）を行った他、在宅医療・介護連
携支援室において事務職員の補充（新規採用）及び専門職の採用（新規採用）を実施した。青葉看護
専門学校においては校長職の採用（任期付職員として再雇用）や事務職員（任期付職員）の補充（新
規採用）を実施した。
②個人情報の保護
　令和３年度から「個人情報保護に関する自己評価」の実施を開始した。外部認証については、計画
途中の休日救急診療所の一時移転があるため、計画期間中の実施可否について検討中。
（３）人事・給与制度
①人事考課制度（専門職拡充）
　令和４年度から人事考課制度の専門職拡充を実施している。
②人材育成計画（計画策定）
　毎年度、全職員に研修を実施する内容とした。

　収支相償の達成や収益事業における収益確保が達成でき、法に則し安定的な団体運営を行うこと
ができていた。経営改善計画に基づき、取組項目の実施を進めいていることを評価する。引き続き、
適正に業務を執行し、実施予定、未実施の項目についても目標達成のための取組みを期待する。

取組項目に関する評価

(１)経営の効率化
①収支相償への対応
　令和４年度に剰余金を解消したことを評価する。
②補助金の逓減（依存率）
　収益事業の収益の一部を補助対象事業に繰り入れるなど、令和６年度の補助金依存率を経営改善
計画策定時（約20%)に比べて削減できたことを評価する。
（２）組織・運営体制
①プロパー職員の雇用
　事務局においては、令和５年度に定年退職した職員の補充（新規採用）を行った他、在宅医療・介護
連携支援室において事務職員の補充（新規採用）及び専門職の採用（新規採用）を実施したこと、ま
た、青葉看護専門学校において校長職の採用（任期付職員として再雇用）や事務職員（任期付職員）
の補充（新規採用）を実施したを評価する。
②個人情報の保護
　令和３年度から自己評価を実施したことを評価する。第三者認証の取得についても期待する。
③環境への配慮
　令和３年度から自己評価を実施したことを評価する。
（３）人事・給与制度
①人事考課制度（専門職拡充）
　令和４年度から人事考課制度の専門職拡充を実施したことを評価する。
②人材育成計画（計画策定）
　計画を策定し、毎年度全職員への研修を実施していることを評価する。

　収支相償の達成（剰余金解消）や収益事業における収益確保が達成でき、また法に則して安定的な
団体運営を行うことができた。令和２年度から６年度までの５年間における「経営改善計画（第４期）」
では、大規模修繕への対応や自主財源の確保、また補助金の逓減等、今後の当事業団に求められ
ていることを実行に移すための内容とし、令和６年度中に取り組むべき事項については、おおむね実
施することができた。指定管理事業である「千葉市休日救急診療所管理運営事業」においても、適切
に運営できたと考えている。

　経営改善計画に示したスケジュールに則り、市や関係部署と連携をとりながら着実に進めていきた
いと考えている。

今後の方針
　令和７年度から１１年度までの５年間における「経営改善計画（第５期）」に基づき、諸課題に対して
計画通り実施されるよう、団体との連絡、調整を密にし、必要に応じて団体への指導を行っていく。

取組項目に関する評価

総合評価

総合評価

今後の方針


